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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
BEST省エネ基準対応ツールの取扱い説明について
Aビルを対象とした建築及び設備の簡易な入力方法
について説明します。




AGENDA

1. 0から建築~設備システムの入力

1.1 建築の入力

建築概要、図面情報の読み取り

建築モデルの入力

1.2 空調設備の入力

セントラル空調システム、ビルマルの入力

台数制御の優先順位

省エネ手法

1.3 換気設備の入力

排気ファンの設定

1.4 照明設備の入力

照明発熱の設定

照明器具の設定

1.5 給湯設備の入力

給湯箇所、給湯器の設定

1.6 昇降機設備の入力

昇降機の設定

1.7 太陽光発電設備の入力

発電パネルの設定

2. 一次エネルギー消費量の計算

計算の実行、計算結果の見方

入力一覧、計算結果の出力 2

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今日の講習内容です。
入力用のテンプレートや例題を利用せずに0から建築および設備システムを入力する方法を解説します。
次に、その入力したデータを用いて実際にシミュレーションし、出力される結果について確認します。




入力の詳細度(及び計算時間)と結果の精度

比例関係ではない。

100%の精度は難しい。

実用的な計算方法

(入力時間や計算時間の節約と計算精度の両立)

計算に影響のある項目を押え、シンプルに入力する。

(建築)押える：外皮面積や床面積、ｼﾝﾌﾟﾙ：ホテル等の連なった個室を1室とする。等

(設備)押える：COPや合計能力、 ｼﾝﾌﾟﾙ：同じ能力の機器をまとめて1台とする。等

入力の詳細度
(及び計算時間(h))

結
果

の
精

度
(-)

100%

BEST計算を行う上での入力のポイント

3

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
入力を始める前に、BEST計算を行う上での入力ポイントについて説明します。
入力の詳細度(及び計算時間)と結果の精度について、
　・右図は、横軸に入力の詳細度、縦軸に結果の精度をとったものですが、入力を詳細に行うにつれて、結果精度が高くなるような比例関係にはありません。
　・また、100%精度を確保することはできません。
入力時間や計算時間の節約と計算精度の両立を目指して、実用的な計算方法をするには、
　・計算に影響のある項目を押え、シンプルに入力する。です。
　　例えば、建築の入力では、計算に影響のある項目は、外皮面積や床面積ですし、
　　ｼﾝﾌﾟﾙに入力するためには、ホテル等の連なった個室を1室とする等が重要です。
　　また、例えば設備の入力では、計算に影響のある項目は、COPや合計能力なので、
　　ｼﾝﾌﾟﾙに入力するためには、同じ能力の機器をまとめて1台とする等が重要です。





1. 0から建築~設備システムの入力

1.1 建築の入力

演習内容

対象：14階建て 事務所ビル

正面外観イメージ 4

※Aビル（操作編解説書）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
建築の入力を始めます。
対象とする建物は、東京にある14階建て事務所ビルを例に行います。



内容

14階建て 事務所ビル

基準階のみの簡易入力

ポイント

初期検討として行う

省エネ試算を行う

操作に慣れる
断面図（構成）

※Aビル（操作編解説書）

75％以上がオフィス
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1. 0から建築~設備システムの入力

1.1 建築の入力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
演習する内容は、14階建ての事務所ビルの全フロアを入力するのではなく、基準階のみの簡易入力を行います。
演習のポイントとしては、
各フロアで間取りが異なる場合は、それに従って入力をしますが、申請時などで各フロアで間取りが同じ場合には、
基準階のみの入力により入力の簡易化が図れます。演習建物では75%以上がオフィスとなっており、
簡易化が有効です。



敷地
概要

名称 Aビル

建築場所 東京都

建物
概要

建物用途 事務所

延床面積 20,580.88 m2

階数 地下1階、地上14階

建物高さ +59.6 m

空調
概要

熱源設備 電気+ガス熱源方式

空調設備 インテリア：各階空調機+VAVユニット
ペリメータ：Low-E複層ガラス

換気設備 第1種換気：EV機械室
第3種換気：便所、給湯室

監視・制御 中央監視設備

1. 0から建築~設備システムの入力

建物概要

配置図
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※Aビル（操作編解説書）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
演習建物の建物概要、空調概要です。
東京都に建築されている、建物用途は事務所、延床面積は約20000m超、地下1階、地上14階の建物です。
空調は、
熱源設備は、電気＋ガスの併用方式、空調設備は、インテリア、ペリメータ系統ともに、各階空調機＋VAVユニット方式となっています。
ペリメータの窓性能は、Low-E複層ガラスにより負荷を軽減しています。
換気設備は、EV機械室は第1種換気、便所・給湯室は第3種換気です。
監視・制御は中央監視にて行います。
では、入力の準備に入ります。



1. 0から建築~設備システムの入力

建物平面（基準階）

基準階平面図 7

※Aビル（操作編解説書）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、最初に検討対象の平面図を準備します。
こちらは、基準階の平面図になります。
東西に主たる窓面のある片側コアの平面プランとなっています。



1. 0から建築~設備システムの入力

建物入力の準備① 空調室の確認

事務室

メモ：
空調図面、
又は設計思想から判断

書架室
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、空調室かどの部分になるかを設計の意図や、空調設計図面等によって確認します。
対象建物基準階では、事務室、書庫室が対象となります。



1. 0から建築~設備システムの入力

建物入力の準備② ゾーニングの確認
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メモ：

ペリメータ、インテリ
ア、EV機械室、廊下等

PACA
H
U

A
H
U 書架室

事務室

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、空調室のゾーニングを確認します。
後ほど、空調の入力でも出てきますが、
演習建物では、東西面が窓面、北面は外壁となっていまるため、負荷傾向の異なるエリア別にゾーニングしています。
ここでは、事務室はセントラル空調システム、右下の書庫はパッケージ方式となっています。



1. 0から建築~設備システムの入力

建物入力の準備③ 寸法の確認

5.3ｍ
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メモ：
構造スパンで計測
空調室の外皮が重要

4.3ｍ

17.6ｍ 6.4mスパン×8 = 51.2m

6.4ｍ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、実際の建築入力のために、建築寸法を確認します。
まずはじめに、構造スパンでの寸法を押さえます。
事務エリアは、長手方向が6.4m×8スパン、短手方向が17.6m、廊下4m、書庫が5.3mです。



1. 0から建築~設備システムの入力

建物入力の準備④ モデル化の検討
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メモ：
非空調室の形状は無視
ペリメータゾーンを決定

6.4mスパン×8 = 51.2m

12.8ｍ6.4ｍ 25.6ｍ 6.4ｍ
12.6ｍ

書架室5.3ｍ

4.3ｍ

5.0ｍ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、BEST用の建築図面を作成するために、先の空調ゾーニングより検討する図面をモデル化します。
演習建物では、東西の各ペリメータ、外壁面、インテリア2系統、書庫室とします。それ以外の非空調室の形状は無視します。
以上より、BESTの建築情報を入力に入ります。
まずは、プログラムの起動画面、ケース登録を行います。



1. 0から建築~設備システムの入力

BESTプログラム起動 操作画面名称
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メニューバー

メニューツリー

メニューアイコン

BEST省エネ
基準対応
ツール
アイコン

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
BEST申請版のプログラム起動画面です。
こちらで、検討ケースの管理を行います。
左上にメニューバー、その下にメニューアイコン、左サイドにメニューツリーが表示されています。



1. 0から建築~設備システムの入力

物件管理 入力操作
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建物名称、ケース名の入力

新規登録ボタン

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
メニューツリーの左上にある物件管理をクリックし、検討する案件や物件を管理する画面をひらきます。
上段の赤点線の部分に建物名称、ケース名称を入力し、新規登録ボタンを押して、新規に検討するケースを登録します。
これにより建築情報の入力ができるようになります。
最下段に登録されたケースをクリックします。




1. 0から建築~設備システムの入力

基本情報入力 入力操作
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地域区分の利用先：
・ベース計算の標準仕様
・給湯補正係数
・冷暖房の運転時間

床面積 20000m2の入力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
メニューツリーの基本情報をダブルクリックします。
赤点線内の地域区分、日射量区分を選択します。
演習建物は、東京なので、地域区分は6地域、日射量区分はA3を選択します。
建物用途は、事務所なので、事務所等をクリックし、延べ床面積20000m2を入力します。
以降より、建築平面図を作成します。



1. 0から建築~設備システムの入力

建物入力の準備④ モデル化の検討
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メモ：
非空調室の形状は無視
ペリメータゾーンを決定

6.4mスパン×8 = 51.2m

12.8ｍ6.4ｍ 25.6ｍ 6.4ｍ
12.6ｍ

書架室5.3ｍ

4.3ｍ

5.0ｍ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
BEST用の建築図面作成にあたっては、柱芯およびゾーニングによる区割りを決定します。
こちらは、空調ゾーニングですが、
これに柱芯の情報を重ねます。



1. 0から建築~設備システムの入力

建物入力の準備④ モデル化の検討
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メモ：
非空調室の形状は無視
ペリメータゾーンを決定

6.4mスパン×8 = 51.2m

12.8ｍ6.4ｍ 25.6ｍ 6.4ｍ

書架室5.3ｍ

4.3ｍ

12.6ｍ

5.0ｍ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらが、BEST図面におけるゾーン、空調割り当てになります。
横が8区割り、縦が4区割りになります。
これをBEST画面に展開します。



1. 0から建築~設備システムの入力

建物情報入力 入力操作
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メモ：
フロア形状の入力

フロア名称の登録

フロアの設定 (階数)1～14、(階高)4m

フロアのプロット

フロアの確定

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
メニューツリーの建物情報をダブルクリックします。
ここで、建物のフロア構成、フロア形状、方位を設定します。
まず、上段の名称にフロア名称を設定します。
演習建物は、1-14を基準階としましたので、「1-14階」と名称を入力し、名称変更ボタンを押します。

次に、その下のフロア形状の赤線枠内で、先ほど決定した区割りを設定します。
階数、階高、検討用のスパンを横8区割り、縦4区割りとし、
各区割りに設定する数値は、横6.4mずつ、縦は、5、12.6、4.3、5.3とします。
また、フロアの情報、1階～14階、階高は4mを設定します。

次に対象となるエリアをクリックしてオレンジ色に反転させて対象エリアを設定し、確定を押します。
右側に平面図、立面図が作成されているのを確認します。フロア構成などが間違っていると正しく立面図が作成されませんので
注意ください。
方位は、図面に合わせて入力します。ここでは、-10°とします。
ここから、以降は入力した内容を適宜保存ください。（左上のファイル⇒保存）

次より、フロアにおける室情報を設定します。



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作
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メモ：
室(ゾーン)の入力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
メニューツリーの室名称の下の「室」をダブルクリックします。
グレー地に白い部分が描かれた図面がでてきます。
この白い部分に室情報を登録します。すでにAA-1というのが登録されていますが、
これは、右の操作パレットにある用途が登録されたものです。

操作パレットは、操作、共通の用途、そして、基本情報で入力した事務所等の用途が表示されています。
操作は、セル選択、室選択、室消去が選択できます。

共通の用途では、計算対象外を選択できます。
事務所等は、空調室の用途が選択できます。
（その他の用途を表示するを選択すると、事務所用途に関連する用途が表示されます。）



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作
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メモ：
室(ゾーン)の入力

室用途選択後、
図面上で
クリック
Or
範囲選択

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
室情報は、用途をクリックして選択したあと、マウスを利用して各ゾーンの用途をクリック、もしくは複数エリア選択して離すことで登録します。
非空調室も空調室と同様に登録します。
操作が終了したら、上段の確定を押してください。
次に壁・窓・庇情報を入力します。




1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 入力操作

外壁：(外断熱)RC+タイル

窓：単板ガラス：透明ガラス、サッシ（金属製）
ブラインドあり、 窓面積率18%

窓：複層ガラス空気層12mm、日射遮蔽型Low-E+透明、金属製、
ガラス厚さ8mm、明色ブラインド(標準)、窓面積率60％

内壁：軽鉄間仕切り

庇：水平庇 庇の出 600㎜ 外壁幅(X2) 17,600㎜
窓の高さ(Y2) 2,100㎜ 外壁高さ(Y3) 450㎜
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メモ：
外壁→内壁→窓→庇の順で入力
窓サッシは、材質: アルミニウム、
面積率: 10%とする。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
外壁…
窓…
内壁…
を入力します。
まずは、外壁情報です。



1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 入力操作
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メモ：
外壁→内壁→窓→庇の順で入力
窓サッシは、面積率を入力する。

マウスを利用して、
対象部分を押して
離すことで囲むよ
うに登録。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
メニューツリーの室名称の下の「壁・窓・庇」をダブルクリックします。
右側に部材一覧が表示されています。
部材一覧の外壁をクリックし、「外断熱)RC+タイル」を選択します。
マウスを利用して、対象部分を押して離すことで囲むように登録します。




1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 入力操作
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メモ：
外壁→内壁→窓→庇の順で入力
窓サッシは、面積率を入力する。

登録後は、
色が変化。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
登録後はこのように色が変化します。



1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 入力操作
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メモ：
外壁→内壁→窓→庇の順で入力
窓サッシは、面積率を入力する。

同様に、
窓、庇、内壁等

を設定。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
同様に、窓、庇、内壁を登録します。
内壁等については外壁と同様に入力可能ですが、窓については次のように登録します。




1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 入力操作
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メモ：
外壁→内壁→窓→庇の順で入力
窓サッシは、面積率を入力する。

外壁、
内壁、
窓、
庇
を設定します。

窓の設定
設置場所（外壁、天井）
窓設定orAFW設定の選択、
窓タイプ、ガラス種類、
窓面積率、サッシ材質、
サッシ面積率、
ブラインドの有り無し

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
窓は、外壁、窓設定、窓タイプ、ガラス種類、厚さ、窓面積率、サッシ材質、サッシ面積率、ブラインド、操作方法を設定します。
庇は、種類、庇の出、庇に囲まれた外壁と窓との関係寸法を入力します。
間違えた場合は、部材の消去で対象となる部分を消去してから改めて入力します。





1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 入力操作
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メモ：
外壁→内壁→窓→庇の順で入力
窓サッシは、面積率を入力する。

外壁、内壁等の部材の編集

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
壁部材を新たに登録する場合は、右上の部材編集をクリックします。
壁の名称の記入、部材構成を設定して、新規登録をクリックすると、左上の外壁ツリーに
登録した外壁情報が表示されます。
これにより、入力画面の外壁一覧にもこの外壁が表示され登録が可能となります。
次に一括編集についてです。



1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 入力操作

26

メモ：
外壁→内壁→窓→庇の順で入力
窓サッシは、面積率を入力する。

外壁、内壁等の詳細入力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
外壁、窓、室面積などを詳細に入力する場合には、一括編集をクリックします。



1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 入力操作

27

・外壁、内壁、窓等のタブを選択

・詳細入力を有効にするをチェッ
クすることで、実際の面積等を
入力が可能。

・該当する壁の番号と背後の図面
にある番号と整合を図りながら
入力。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
でてきた画面で、
外壁、内壁、窓等のタブを選択します。
詳細入力を有効にするをチェックすることで、実際の面積等を入力が可能となります。
該当する壁の番号と背後の図面にある番号（OW-1等）と整合を図りながら入力します。
以上で、壁等の入力は終了です。

次に非空調室について入力します。



1. 0から建築~設備システムの入力

非空調室 入力操作

28

メモ：
非空調室を入力する。
名称、面積、用途、室数

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまでは、空調室についての入力でしたが、
非空調室に設定される照明、換気のための室を登録します。

例として、便所を上げています。
名称、面積の入力、室用途の選択、階数を設定します。
室を追加する場合には、右下の行追加ボタンをクリックして同様に登録します。

以上で、建築に関する情報の設定は終了です。




1. 0から建築~設備システムの入力

1.2 空調設備の入力
セントラル空調システム、ビルマルの入力

中央熱源システムの構築

熱源構成
（空冷ヒートポンプチラー×3台、吸収式冷温水発生機×1台）

 4台の台数制御

熱源優先順序 季節切替

二次ポンプ

台数制御

空調機

2管式VAV空調機 熱源システム 29

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セントラル空調システム、ビル用マルチの登録を行います。
本対象建物の中央熱源システムは、氷蓄熱槽、ブラインチラー3台、吸収冷温水機1台で構成されています。
これらの熱源機4台による台数制御、季節ごとに運転順位を切り替えて運転が行われています。
二次ポンプは流量による台数制御、空調機は2管式のVAV空調機が採用されています。

これらの情報を登録していきます。



1. 0から建築~設備システムの入力

1.2 空調設備の入力

※実建物とは異なる

HPチラー
×3台

吸収式冷温水
発生器×1台

AHU-1

AHU-2

中央熱源システムの構築

熱源構成

（HPチラー×3台、吸収式冷温水発生機×1台）

 4台の台数制御

熱源優先順序 ①HPチラー②吸収式

二次ポンプ

台数制御

空調機

2管式VAV空調機 30熱源システム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本演習では、簡単のため
氷蓄熱槽、ブラインチラー3台、吸収冷温水機1台構成を、
空冷ヒートポンプチラー3台、吸収冷温水機1台で構成とし、
運転順位は、年間にわたってヒートポンプチラー、吸収冷温水機の順としました。




1. 0から建築~設備システムの入力

セントラル空調システム、ビルマルの登録 操作

31

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セントラルシステムの登録を行います。
左のメニューツリーの空調をダブルクリックします。
名称を入力し、空調方式を選択します。
セントラルの場合には、セントラル熱源群
ビル用マルチの場合には、パッケージスプリット型を選択し、それぞれ新規追加を押します。



1. 0から建築~設備システムの入力

セントラル空調システム、ビルマルの登録 操作

32

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
下部に登録されたシステムが表示されるとともに左のメニューツリーにも表示されます。



中央熱源システム構成を作成

1. 吸収式冷温水発生器

/直焚き二重効用

/高効率

2. 空気熱源

ヒートポンプチラー

/スクロール

1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの入力 操作

中央熱源システム構成画面 登録後
33

<熱源コピー>
熱源(図)を選択
→   右クリック
→「熱源コピー」を選択

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
熱源システムの登録を行います。
左のメニューツリーのセントラル空調をダブルクリックします。
右上の熱源追加ボタンを押します。
各熱源の設定画面が表示されます。



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源仕様入力 操作

吸収式冷温水発生器

/直焚き二重効用

/高効率

（14フロア分の能力）

34

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらが、熱源機の設定画面です。
吸収式冷温水発生機/直焚き二重効用/高効率を選択します。
熱源機器、一次ポンプ、冷却塔、冷却水ポンプについて設定します。



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源仕様入力 操作

空気熱源

ヒートポンプチラー

/スクロール

（14フロア分の能力）

35

<熱源編集>
熱原(図)を選択
→   右クリック
→「熱源編集」を選択

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セントラルシステム設定画面にもどり、
右上の熱源追加ボタンを押して次の熱源機を登録します。
設定画面が開きましたら、ヒートポンプチラー/スクロールを選択します。
熱源機器、一次ポンプについて設定します。
ここまでで、吸収冷温水機1台、空冷ヒートポンプチラー1台を登録しました。



熱源構成

熱源コピー

並び替え

 熱源グループ

供給熱タイプ

1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの入力 操作

熱源システム構成画面 36

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に熱源の構成を設定します。
ヒートポンプチラーは3台なので、すでに登録されている
ヒートポンプチラー上で右クリックし、熱源コピーを2回実施します。
同様に、熱源機器上で右クリックし、熱源並び替えを選択し、運転する順位を設定します。
（上から順番に運転します。）
最後に、熱源機器上で右クリックし、熱源グループ編集を選択し、供給熱タイプを選択します。
本演習では2管式なので、「冷温水」を選択します。



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの入力 操作

37

システム構成を作成

二次ポンプ

熱源システム構成画面

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セントラルシステム設定画面にもどり、ポンプの構成を設定します。
右上の二次ポンプ追加ボタンを押します。
各ポンプの設定画面が表示されます。



二次ポンプ

/渦巻

×2台

1. 0から建築~設備システムの入力

二次ポンプ仕様入力 操作

<操作方法>
1. ポンプ(図)選択 + 右クリック → 二次ポンプ編集
2. ポンプ(図)選択 + 右クリック

→ 二次ポンプグループ編集
3. ポンプ(図)選択 + 右クリック

→ 二次ポンプコピー
38

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ポンプ種類は渦巻ポンプ、流量、揚程、電動機種類、制御等について設定します。
熱源の台数設定と同様に、設定されたポンプ上で右クリックしてポンプをコピーして台数を2台にします。
次に、ポンプ上で右クリックしポンプグループの編集を行い、対象となる熱源グループ、台数制御方式、流量制御方式、揚程等を設定します。
以上で熱源群の設定が終了します。




 空調機を作成（1フロア分(基準階)）空調機/VAV 二次ポンプとの接続

1. 0から建築~設備システムの入力

空調機、VAVの入力 操作

 VAV/CAVを作成

39

<Excel取込機能>
「Excel取込」を選択
→ Excelファイルを選択

※2管式の場合は、冷水(固定)となる。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に空調機を設定します。セントラルシステム設定画面にもどり、
空調機機器の画面で、行追加ボタンを押して登録する空調機の行を表示します。
空調機に関連する情報を入力します。空調機、VAVは入力台数が膨大になることが多いため、
これらを簡易に編集可能な機能としてエクセルへの入出力機能が備わっています。
BESTの画面と同様の入力項目が設定できますので、コピーペースト等の機能がエクセルと同様に扱えますので、大量のデータを設定する場合はこちらを利用すると便利です。

VAVの設定をします。BESTで利用されているVAVという単語は、
空調ファンが変風量である場合には、その風量が吹き出し口から
吹き出されることを示しています。
空調ファンが固定風量である場合には、吹き出し口はCAVを選択します。
そのため、ここでも簡易化が図れ、空調機から吹き出された空気が、
同じゾーンに、同じ風量の吹き出し口がいくつもある場合には、その吹き出し口を
ひとまとめにしても同じ計算結果となります。

VAVでは、最大風量と最小風量、台数を設定します。





1. 0から建築~設備システムの入力

VAVを室に配置

40

インテリア インテリアペリメータ ペリメータ

AC-1-14-1AC-1-14-2

インテリア

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
VAVを室に配置します。
各ゾーンへ供給するVAV吹出口と空調機の関係は、このようにモデル化されています。
これにならって空調機の配置、VAVとの接続を行います。



1. 0から建築~設備システムの入力

VAVを室に配置・接続 操作

41

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左メニューの室と空調設備の接続をダブルクリックします。
右側に機器一覧が表示されていますので、まずはセントラル熱源群をクリックします。
登録されている機器が表示されますので、空調機から配置します。




1. 0から建築~設備システムの入力

VAVを室に配置・接続 操作

42

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
空調機をクリックして選択後、図面上で適当な位置をクリックすると機器が配置されます。
同様に、VAVを配置します。




1. 0から建築~設備システムの入力

VAVを室に配置・接続 操作

43

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらが、空調機、VAVを配置した状態です。

空調機をクリックして赤文字にした状態で、接続するVAVをクリックするとVAVと空調機がダクトで接続されます。
正しく接続されると空調機は黒文字に変更されます。





1. 0から建築~設備システムの入力

VAVを室に配置・接続 操作

44

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
接続後です。黒い線がダクトを示しています。




 室外機と室内機を作成し、接続する

1. 0から建築~設備システムの入力

ビルマルの入力 操作

45

<Excel取込機能>
「Excel取込」を選択
→ Excelファイルを選択

※室内機の名称を「(室外機名称)_UT」として
「自動接続を有効にする」に☑を入れる。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ビル用マルチを設定します。
左メニュツリーのビル用マルチをダブルクリックします。
屋外機、屋内機を設定します。
次に、画面中央にある自動接続をチェックすると、屋外機と屋内機を接続します。
（屋内機の名称が、「屋外機の名称＋_UT-1」となっていると接続可能になります。）



 室外機と室内機を作成し、接続する

1. 0から建築~設備システムの入力

ビルマルの入力 操作

46

<Excel取込機能>
「Excel取込」を選択
→ Excelファイルを選択

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
空調機と同様にすでに設定されたエクセルの出力や取り込みを行えます。
機器の設定が終了しましたら、空調機と同様に機器を配置します。



1. 0から建築~設備システムの入力

ビルマルの入力 操作

47

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左メニューの室と空調設備の接続をダブルクリックします。
右側に機器一覧が表示されていますので、パッケージスプリット型をクリックします。
登録されている機器が表示されますので、室内機を配置します。
室内機をクリックして選択後、図面上で適当な位置をクリックすると機器が配置されます。
以上で空調機の設定は終了です。
次に換気の設定です。





1. 0から建築~設備システムの入力

1.3 換気設備の入力

48

「行追加」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
非空調室（便所）に設定された換気設備を設定します。
左メニュツリーの非空調室をダブルクリックします。
行追加ボタンを押して登録する非空調室の行を表示します。



1. 0から建築~設備システムの入力

1.3 換気設備の入力

49

非空調室の入力
室名:便所、室番号、台数

「行追加」

排気ファンの仕様を入力

非空調室の入力
室名:便所、室番号、台数

排気ファンの仕様を入力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
室名称、系統名、換気制御、台数の入力
フロア名称、室番号（名称）を選択します。
排気、給気ファンそれぞれのファンの種類、消費電力等を設定します。
次に照明を設定します。



1. 0から建築~設備システムの入力

1.4 照明設備の入力

50

メモ：

照明器具名称、消費電力、
台数を入力する。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左メニュツリーの照明をダブルクリックします。
右上のフロア切替で（ここでは、1-14階、非空調室）該当するフロアを選択します。




1. 0から建築~設備システムの入力

1.4 照明設備の入力

51

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
器具番号、1台当たりのW数、台数、器具種類（LED等）を入力します。



1. 0から建築~設備システムの入力

1.4 照明設備の入力

52

メモ：

昼光利用制御、在室検知
制御、初期照度補正、タ
イムスケジュール制御

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昼光利用制御、在室検知制御、初期照度補正制御、タイムスケジュール制御の設定をします。
昼光利用制御時はブラインドの自動制御、対象の窓を選択します。
次に給湯を設定します。




1. 0から建築~設備システムの入力

1.5 給湯設備の入力

53

メモ：

給湯方式に応じた給湯機
器、給湯使用量を入力す
る。

行追加

行追加

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
給湯設備を設定します。
左メニュツリーの給湯をダブルクリックします。
下段の一管式個別給湯方式の設定で、行追加ボタンを押して登録する給湯機器の行を表示します。
上段の給湯使用量の設定で、行追加ボタンを押して登録する室を表示します。



1. 0から建築~設備システムの入力

1.5 給湯設備の入力

54

電気温水器の仕様を入力

先止まり配管設備入力

給湯利用対象者のいる室を入力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
下段の給湯器では、名称、加熱能力、消費電力、貯湯量、台数を設定します。
上段の給湯使用量の計算では、給湯を使用する室番号毎に、節湯器具、
給湯機器系統タイプ、給湯器を選択します。
次に昇降機を設定します。



1. 0から建築~設備システムの入力

1.6 昇降機設備の入力

55

昇降機の仕様、対象室を入力

行追加

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左メニュツリーの昇降機をダブルクリックします。
昇降機一覧の画面で、行追加ボタンを押して登録する昇降機の行を表示します。



1. 0から建築~設備システムの入力

1.6 昇降機設備の入力

56

昇降機の仕様、対象室を入力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
積載荷重、定格速度、台数、輸送能力係数、対象室を入力します。
次に太陽光発電を設定します。



1. 0から建築~設備システムの入力

1.7 太陽光発電設備の入力

57

行追加

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左メニュツリーの太陽光発電をダブルクリックします。
太陽光発電の画面で、行追加ボタンを押して登録する太陽光発電設備の行を表示します。



1. 0から建築~設備システムの入力

1.7 太陽光発電設備の入力

58

太陽光発電設備の仕様を入力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アレイシステムの容量、パネルの方位角、傾斜角、パワーコンディショナーの効率を入力します。
以上で設備設定は終了です。
いよいよ計算を行います。




計算実行ボタン

59

メモ：PAL＊、

一次エネルギー消費量、
基準計算に☑を入れ、
計算を実行する。

2. 一次エネルギー消費量の計算
計算の実行

計算中のグラフ画面

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一次エネルギー消費量計算を実行します。
左上の計算実行ボタン、もしくは、実行⇒計算実行を押します。
計算名を入力し、計算種類を設定します。
最大熱負荷計算、年間熱負荷計算のチェックは外し、一次エネルギーはチェックします。
また、基準計算にチェックを入れます。
右下の実行ボタンを押します。入力データの一次チェックの後に計算開始するかどうかのウィンドウが現れますので
はい　を押して計算を開始します。
計算が終了ウィンドウがでたら閉じるボタンを押します。




2. 一次エネルギー消費量の計算

PAL* 結果表示
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左のメニューツリーに計算名の計算結果が出力されています。
PAL*の計算結果を確認します。
PAL*をダブルクリックします。
画面が計算結果です。
左に設計値の棒グラフ、右上に設計値、基準値、BPIが表示されています。
次に一次エネルギーをダブルクリックします。



2. 一次エネルギー消費量の計算

一次エネルギー消費量 結果表示
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40%削減
(省エネ分)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらが、計算結果です。
左に、基準値と設計値との年間エネルギー消費量（コンセント有り、無し）、
右に設計ビルの月別エネルギー消費量が示されています。
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2. 一次エネルギー消費量の計算

一次エネルギー消費量 結果表示

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中央上の表示形式で、表（申請用）を選択すると、空調、換気、照明といった分類ごとの
設計値、基準値、BEIが表示されます。



63

2. 一次エネルギー消費量の計算

届出書の入力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
出力については、この後の講義で説明がありますので、
こちらでは紹介のみをいたします。
左メニュツリーの出力をダブルクリックします。
出力の届出書が表示されます。
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2. 一次エネルギー消費量の計算

計算結果の出力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左のメニューツリーに各種様式出力をダブルクリックします。
様式を出力することができます。
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2. 一次エネルギー消費量の計算

入力一覧の出力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左のメニューツリーに入力一覧出力をダブルクリックします。
入力一覧をエクセルで出力することができます。
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2. 一次エネルギー消費量の計算

入力一覧の出力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左のメニューツリーに計算結果出力をダブルクリックします。
計算結果一覧をエクセルで出力することができます。
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